埼設監協　耐震判定　００－００００
既存建築物耐震診断性能判定票
(申込者)　　　　　　　　　　　様

建築名称　　

所在地　　

診断者名　　

構造担当者名　

平成  年  月  日に申し込みのあった上記建築物の耐震診断調査報告書の内容について検討の結果､別紙の基準に従い適切に作成されたものと認め､下記のように判定いたします。

記

1. 概要

	竣工年
	　　　年　(第　　期)

	構造
	S造、　　　階、　延床面積　　　　　　　　、体育館タイプ

	σBD(N/mm2)
	

	診断次数
	
	判定指標
	ISO　＝　　　　　q=


2. 評定結果

	
	X方向(桁行)
	Y方向(張間)１階

	
	1階
	2階
	
	
	
	
	X0
	X5
	
	
	
	

	既存
	IS
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ｑ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	F
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	判定
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	備考


	X方向屋根面水平力伝達能力の確認結果

KR=∑Qu/(kn×Wi)=0.975＜1.00　NG

　　

	Y方向屋根面水平力伝達能力の確認結果

KR=∑Qu/(kn×Wi)=1.41>1.00  OK




3. 総括
下記の様に報告書の中でも表現してください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KR=∑Qu/(kn×Wi)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kｎ　=RISO・Fｅｓ・Ai　/　F，且つ　0.55以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ΣQU　:想定破断面での保有水平耐力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Wi :負担重量

補強計画の概要・一覧についてはP　　～P　　に記載のとおりである。
以上により、本「耐震診断調査報告書」は適正であると判定する。
平成  年  月  日

社団法人埼玉建築設計監理協会　既存建築物耐震性能判定委員会
社団法人埼玉建築設計監理協会　会長　　　　　桑　子　　喬　　　　印

既存建築物耐震判定委員会　委員長　工学博士　広　沢　雅　也　　　印

その他委員会構成は､次葉「既存建築物耐震性能判定委員会　委員名簿」による。
社団法人埼玉建築設計監理協会

既存建築物耐震性能判定委員会　　委員名簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	区　分
	現　　　　　職
	氏　　名
	備　考

	学識経験者
	工学院大学名誉教授
	工学博士
	広沢　雅也
	委員長

	同
	芝浦工業大学名誉教授
	工学博士
	山本　泰稔
	副委員長

	同
	東京理科大学名誉教授
	工学博士
	野村　設郎
	副委員長

	同
	東京大学名誉教授
	工学博士
	高梨　晃一
	副委員長

	同
	広島大学名誉教授
	工学博士
	菅野　俊介
	

	同
	日本大学理工学部海洋建築工学科教授
	工学博士
	安達　　洋
	

	同
	日本大学理工学部建築学科講師
	工学博士
	清水　　泰
	

	同
	工学院大学建築学部建築学科准教授
	工学博士
	小野里憲一
	

	同
	首都大学東京都市環境学部建築都市コース助教
	工学博士
	中村　孝也
	

	同
	(財)日本建築防災協会耐震診断基準編集委員
	工学修士
	岡田　健良
	

	協　会
	社団法人埼玉建築設計監理協会
	会長
	桑子　　喬
	

	同
	社団法人埼玉建築設計監理協会
	耐震専門部会長
	神田　廣行
	

	同
	社団法人埼玉建築設計監理協会
	耐震専門部会副部会長
	竹内　宣夫
	

	同
	社団法人埼玉建築設計監理協会
	耐震専門部会副部会長
	千葉　寿彦
	

	同
	社団法人埼玉建築設計監理協会相談役
	耐震専門部会員
	高岡　敏夫
	

	同
	社団法人埼玉建築設計監理協会相談役
	耐震専門部会員
	片渕　重幸
	

	同
	社団法人埼玉建築設計監理協会
	耐震専門部会員
	細田　招司
	

	同
	社団法人埼玉建築設計監理協会
	耐震専門部会員
	山崎　栄市
	


立会者
	自治体

・所有者
	


準拠規準一覧
・(財)日本建築防災協会「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断基準」(2001年改訂版)
・　　　　 同
「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指針」(2001年改訂版)

・　　　　 同
「既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断基準」

・文部省大臣官房文教施設部「屋内運動場等の耐震性能診断基準」(平成8年度版)
・文部科学省大臣官房文教施設企画部「屋内運動場等の耐震性能診断基準」(平成18年版)
・(社)埼玉建築設計監理協会「埼玉県公共施設のための耐震診断・耐震補強マニュアル」(平成15年6月版)
・(社)建築研究振興協会「既存建築物の耐震診断･耐震補強設計マニュアル2003年版 」(増補版2007年)

備考

X方向屋根面水平力伝達能力の確認結果

KR=∑Qu/(kn×Wi)=0.975＜1.00　NG

　　


Y方向屋根面水平力伝達能力の確認結果

KR=∑Qu/(kn×Wi)=1.41>1.00  OK

3. 総括下記の様に報告書の中でも表現してください

　　　　　　　　　　KR=∑Qu/(kn×Wi)

　　　kｎ　=RISO・Fｅｓ・Ai　/　F，且つ　0.55以上

　　　　　　　ΣQU　:想定破断面での保有水平耐力

　　　　　　　　　　　　Wi :負担重量

